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１． 概要 

 国立天文台の前身の一つである東京大学東京天文台に明治時代に設置された天体写真儀（ブラッ

シャー天体写真儀）で撮影された戦前（1945年以前）の星野写真乾板は 1945年 2月の東京天文

台本館焼失により失われたものと思われていたが、2008年に筆者を中心に立ち上げたアーカイブ

室によって 441枚が発見され、これらの乾板はスキャナーによるデジタルデータとしてリストと共

に公表された。また、戦後のブラッシャー天体写真儀の乾板は、廃棄寸前に中村 士氏によって救

出され、その乾板 2447枚のリストが公表された。筆者はこの戦後のブラッシャー天体写真儀の乾

板 3355枚をスキャナーによりデジタルデータとして取り込みを終え、公表の準備を行っている。 

２． ブラッシャー天体写真儀のレンズと鏡筒 

 ブラッシャー天体写真儀のレンズ（口径 20㎝、主点距離 120㎝）と鏡筒は、1896年（明治 29

年）8月 9日の北海道・枝幸であった皆既日食観測用に急遽、アメリカのブラッシャー社から購入

（2893円）されたもので、この日食は曇って観測できなかったが、1898年インド・ムンバイの皆

既日食、1901年スマトラ・パダンの皆既日食で活躍した。 

３． 赤道儀を購入し、天体写真儀に転用 

 日食観測用にレンズと鏡筒のみが購入されていたので、しばらくはトロートン・シムス 20㎝望

遠鏡に同架されて使用していた（写真 1）が、1902年（明治 35年）専用のワーナー・スワゼー社

製の赤道儀が購入された。写真 2が赤道儀に載ったブラッシャー天体写真儀である。写真 3は東京

天文台の麻布時代のトロートン・シムス 20㎝望遠鏡のドームである。 
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４． ブラッシャー天体写真儀で撮影された日本最古の星野写真を発見 

 戦前（1945年以前）の天体写真乾板は、1945年 2月 8日未明の東京天文台本館の火災で焼失し

たものと思われていたが、筆者を中心に立ち上げたアーカイブ室の手によってブラッシャー天体写

真儀で撮影された 1899年 3月から 1917年 2月の 441枚の乾板が発見され、佐々木五郎を中心に

そのリストが作成され、スキャナーによるデジタルデータとして公表された。 

 1899年 3月 5日の写真乾板は日本最古の星野写真と思われる。この写真乾板の全体像が写真 4

であり、その中心部の星像が写真 5、左上部の星像が写真 6、中央上部の星象が写真 7、右上部の

星象が写真 8である。 



  

      写真 4           写真 7          写真 8 

   天体写真儀として使ってみると写真 4から写真 8でわかるように、このレンズはひどいコマ収差

を持っていることが分かり、購入後 12年を経ていたがブラッシャー社に収差がひどいので研磨の

やり直しを依頼したところ、研磨し直すと口径が小さくなるので同じ口径 20㎝で少し焦点距離が

長いレンズ（焦点距離 127㎝）が無償で納入された経緯、美談があった。このブラッシャー社の末

裔がハワイに建設された「すばる」の主鏡を研磨したコントラベス社である。 

   写真 9が 1913年 5月 4日の乾板の右上部分の像は収差があるが、写真 10が 1913年 9月 12日

乾板の右上部分の像はずいぶん収差が小さい。この間にレンズが交換されたことが分かる。 
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５． ブラッシャー天体写真儀で日本人最初の小惑星「TOKIO」、「NIPPONIA」を撮影 

  東京天文台第 2代台長であった平山信はブラッシャー天体写真儀の 1900年 3月 6日の乾板（写真

11）、1900年 3月 9日の乾板（写真 12）に小惑星を検出していた。写真 13の丸の中の矢印の棒状の

天体が小惑星である。細心の眼力が必要だったと思われる。撮影された天体が小惑星と同定するには 
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3点の観測が必要である。平山信は 1900年 3月 20日にもこの天体を撮影していた（写真 14）が、

この観測は国際天文連合に報告されず、平山信はこの小惑星の発見者とならなかった。3 点目の観

測を報告した発見者から命名権を譲り受け小惑星「TOKIO」、「NIPPONIA」の命名をした。 

６． 古い天体写真儀の乾板は Proper Motionの大きな天体の移動を追跡できる 

古い観測の乾板のデータは、Proper Motionの大きな天体の移動を追跡できる。これも古い乾板

を保存する意義である。写真 15は Proper Motionの大きな天体の例として 61Cygの例で、1855

年のボン星図、ブラッシャー天体写真儀の 1910年 10月、パロマー写真星図 1951年 7月、2005

年 9月の位置をプロットしたものである。 

     

                   写真 15 

７． 戦前のブラッシャー天体写真儀の乾板のリスト、デジタル画像が公表された 

 ブラッシャー天体写真儀の乾板は、1945年（昭和 20年）2月 8日未明の東京天文台本館の火災

によって失われたと思われていたが、2008年に筆者らによって立ち上げられたアーカイブ室の活

動で 1899年～1917年の 441枚の乾板が発見され、そのリスト（写真 16）とデジタルデータ（写

真 17）が佐々木五郎らによって公表された（文献 1）。 
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８． 戦後のブラッシャー天体写真儀による乾板が発見され、そのリストが公表された 

 戦後のブラッシャー天体写真儀による乾板は廃棄される寸前、中村 士氏によって救出され、そ

の整備、保管が行われ、その 2447枚の乾板リストが中村らによって公表された（写真 18、19）。 
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９． 戦後のブラッシャー天体写真儀による乾板のデジタルデータ化 

 中村氏によって廃棄を免れたブラッシャー天体写真儀による乾板は国立天文台図書室の貴重書

庫の一角にある乾板保管場所に戦前の乾板などと共に保管されている。筆者はこの戦後の乾板をデ

ジタルデータとして公表するためスキャナーで 1200dpi、グレースケール 16ビットによって 3355

枚の取り込みを終えている。乾板の経年変化を示したいとカラー48ビットで取り込みを始めたが、

スキャナーのプレビュー機能を十分理解せず、エリア決めだけに使い、1000枚以上を取り込む大

失敗をやってしまった（写真 20）。写真 21は BOX-88のデジタル画像のサムネイルである。 
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１０． ブラッシャー天体写真儀のその後 

三鷹で観測に使われたブラッシャー天体写真儀ドーム（写真 22）は取り壊され、ブラッシャー

天体写真儀は国立天文台天文機器資料館に展示（写真 23）されている。 

   

       写真 22           写真 23 
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